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山
形
県
労
連
は
九
月
三
日
、

第
三
四
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

二
〇
二
二
年
度
運
動
方
針
お
よ

び
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
諸
議

案
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
勝
見
忍
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の

冥
福
を
祈
り
、
療
養
中
お
よ
び

豪
雨
災
害
被
災
者
へ
の
お
見
舞

い
の
意
を
表
し
た
う
え
で
、
わ

ず
か
な
が
ら
都
市
部
と
の
格
差

を
縮
め
、
山
形
審
議
会
の
答
申

の
付
帯
決
議
に
県
労
連
の
要
請

が
反
映
し
た
最
賃
闘
争
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
、

衆
院
選
で
は
じ
め
て
野
党
統
一

候
補
と
政
策
合
意
し
た
政
治
闘

争
の
三
つ
の
前
進
面
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
組
織
拡
大
で

前
進
す
る
こ
と
が
一
つ
の
重
要

課
題
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
方
針
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
を
貫
く
こ
と
、
地

域
の
『
公
共
』
を
取
り
戻
す
こ

と
、
強
ま
る
改
憲
の
動
き
に
反

撃
す
る
た
た
か
い
の
三
点
を
重

視
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
二
〇
二
二
年
度
運
動
方
針
案

を
提
案
し
た
佐
藤
完
治
事
務
局

長
は
、
加
盟
組
織
が
地
域
の
運

動
に
結
集
し
、
要
求
運
動
と
組

織
拡
大
の
両
方
で
前
進
す
る
た

め
に
様
々
な
運
動
が
展
開
さ
れ

た
一
年
を
振
り
返
り
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
利
用
者
で
次
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
き
受
け
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
と
の
結
び
つ

き
の
重
視
な
ど
、
同
様
の
地
域

運
動
を
強
化
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
中
心
に
述
べ
ま
し
た
。

　
荻
原
圭
子
新
議
長
を
は
じ
め
、

女
性
三
人
を
含
む
新
し
い
役
員

体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
み
な
さ
ん

　
大
会
に
は
、
以
下
の
皆

さ
ん
が
来
賓
と
し
て
か
け

つ
け
、
激
励
・
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
　
　
　
　
荻
原
　
圭
子

　
全
山
教
組

副
議
長
　
　
　
東
海
林
良
二

　
山
形
地
域
労
連

副
議
長
　
　
　
松
木
　
静
雄

　
年
金
者
組
合

事
務
局
長
　
　
佐
藤
　
完
治

　
県
労
連
幹
事
会

事
務
局
次
長
　
成
田
　
龍
雄

　
医
療
生
協
や
ま
が
た
労
組

幹
事
　
　
　
　
五
十
嵐
葉
月

　
福
祉
保
育
労

幹
事
　
　
　
　
梶
原
　
　
拓

　
本
間
病
院
労
組

幹
事
　
　
　
　
工
藤
　
幸
博

　
全
山
教
組

幹
事
　
　
　
　
笹
原
　
　
武

　
山
形
地
域
労
連

幹
事
　
　
　
　
鈴
木
　
優
子

　
山
形
医
労
組

幹
事
　
　
　
　
深
瀬
　
光
広

　
県
国
公

幹
事
　
　
　
　
舩
見
　
　
悠

　
鶴
岡
田
川
地
域
労
連

幹
事
　
　
　
　
星
　
　
遼
太

　
共
立
社
労
組

幹
事
　
　
　
　
矢
萩
　
孝
一

　
建
交
労

会
計
監
事
　
　
渋
谷
啓
一
郎

　
年
金
者
組
合

会
計
監
事
　
　
平
野
　
勝
澄

　
地
域
労
組
や
ま
が
た

大会で選出された第34期役員

全労連
常任幹事・公共局長
香月　直之さん

山形県医労連
書記長
上田　潤さん

西川町  教育長　
前田　雅孝さん
（町長の代理）

参議院議員
芳賀　道也さん

日本共産党
山形県委員会
委員長
本間　和也さん

自由法曹団
山形支部
弁護士
土田　文子さん

東北労働金庫
山形県本部
本部長
丹野　忍さん

荻原圭子新議長
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二
〇
二
一
年
五
月
に
学
生
ユ
ニ
オ
ン
は
発
足
し
活

動
し
て
き
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
も
労
働
者
の
権

利
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
学
ぶ
大
切
さ
を
知
っ
た
。

こ
れ
を
広
め
る
た
め
、
第
二
回
ユ
ニ
オ
ン
カ
フ
ェ
の

成
功
め
ざ
す
。

学
ぶ
大
切
さ
広
げ
た
い

山
形
学
生
ユ
ニ
オ
ン
（
地
域
労
組
や
ま
が
た
学
生
分
会
）

　
わ
ン
ヌ
さ
ん
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

　
核
兵
器
廃
絶
に
関
す
る
請
願
、
鶴
岡
市
議
会
で
自

公
反
対
に
よ
り
否
決
さ
れ
残
念
。
生
理
用
ナ
プ
キ
ン

普
及
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
組
合
員
が
参
加
し
た

い
と
思
う
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

参
加
し
た
く
な
る
活
動
を

医
療
生
協
や
ま
が
た
労
組
　
佐
藤
さ
ん

　
会
計
年
度
任
用
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
多
数

回
答
を
得
た
。
雇
用
継
続
が
最
大
の
要
求
だ
っ
た
。

回
答
者
に
案
内
し
て
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
実
施
し
た
。

こ
れ
を
要
求
実
現
や
組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

雇
用
の
安
定
な
ど
求
め
て

山
形
公
共
一
般
　
海
老
名
さ
ん

　
小
学
校
で
は
午
前
中
に
五
校
時
ま
で
や
る
授
業
編

成
で
、
子
ど
も
が
落
ち
着
か
な
い
。
「
学
校
は
ブ
ラ

ッ
ク
」
と
教
員
志
望
者
が
減
り
、
四
月
に
担
任
が
決

ま
っ
て
い
な
い
ク
ラ
ス
も
。
教
育
予
算
の
少
な
さ
が

根
本
問
題
。

教
育
予
算
増
額
急
務

全
山
教
組
　
福
岡
さ
ん

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
深
刻
な
相
談
・

告
発
次
々
。
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
機
に

新
し
い
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車
共

済
の
契
約
拡
大
な
ど
の
活
動
に
も
ぜ
ひ
協
力
を
。

深
刻
な
相
談
あ
い
つ
ぐ
中
で
組
合
結
成
も

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
　
飯
澤
さ
ん

　
大
学
で
は
労
働
契
約
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特

例
で
有
期
契
約
通
算
五
年
で
な
く
一
〇
年
に
あ
た
る

二
〇
二
三
年
三
月
末
に
雇
い
止
め
問
題
が
生
ず
る
。

不
正
・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
も
続

け
る
。

雇
い
止
め
・不
正
た
だ
せ

山
大
職
組
（
県
国
公
）
　
西
岡
さ
ん

　
保
育
現
場
で
の
監
査
緩
和
に
は
反
対
。
保
育
士
配

置
基
準
改
善
引
き
続
き
求
め
る
。
テ
レ
ビ
に
子
守
さ

せ
る
保
育
や
子
ど
も
の
詰
込
み
で
は
ダ
メ
。
現
に
国

基
準
よ
り
多
く
配
置
す
る
各
園
独
自
の
努
力
を
見
て

ほ
し
い
。

保
育
士
ふ
や
し
て

福
祉
保
育
労
　
五
十
嵐
さ
ん

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
り
は

じ
め
て
い
る
が
、
生
協
の
経
営
は
引
き
続
き
厳
し
い
。

こ
れ
を
克
服
し
、
今
後
雇
用
が
再
度
増
え
た
ら
、
組

合
員
拡
大
も
目
指
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
の
経
営
難
克
服
め
ざ
す

山
大
生
協
労
組
　
岩
渕
さ
ん

　
物
価
高
騰
も
年
金
下
げ
る
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
で
生

活
に
困
窮
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
。
最
低
基
準
で
あ

る
べ
き
生
活
保
護
費
に
は
教
養
娯
楽
費
、
交
際
費
が

抜
け
、
憲
法
が
保
障
す
る
健
康
で
文
化
的
な
水
準
で

は
な
い
。

生
活
で
き
る
年
金
急
い
で

年
金
者
組
合
　
小
野
さ
ん

　
以
上
の
他
に
二
つ
の
文
書
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
「
わ
く
わ
く
講
座
の
受
講

に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
「
勝
見
忍
さ
ん
が
議
長
を
退
任
す
る
な
ら
顧
問
に
選
出
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

【
お
詫
び
と
お
願
い
】
九
月
以
降
の
事
務
局
体
制
の
大
幅
な
変
更
に
よ
り
、
機
関
紙
「
や
ま

が
た
県
労
連
」
の
発
行
が
一
時
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
編
集

体
制
を
再
編
成
し
、
月
一
回
程
度
の
発
行
テ
ン
ポ
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
山
形
県
労
連
事
務
局
）
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